
















＜メンバーの思い＞

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　

　僕は紙風船のメンバー、アシスタントのみんなとお話することが大好きです。

紙風船にきて、１年と6カ月がたちました。

初めのころは、知らない人が多くて緊張してあまりしゃべれなかったけど、今はいっぱ

い話ができるようになって嬉しいです。

人形劇では音響を担当しています。大きな音が苦手で、最初は怖かったけど今ではとて

も楽しいです。もっとうまくできるようになりたいと思います。

　また、スマップの歌で「ＪＯＹ」という歌が好きです。

この曲を聴くと元気になります。

ぼくも、人形劇を見に来てくれたお客さんに、

元気になってもらえる公演を作っていきます！

これからもよろしくおねがいします。

＜協力者の思い＞

アトリエ羅道　おばらしげる

　　　　　　　　　　　　　
　人形劇「ボーちゃん」のデザインには、１９９８年６月とある。
ボーちゃんの最後のセリフは「ま！いいか！・・ぼちぼちいこか！」である。ぼちぼち歩
き始めてもう１５年になる。
　なーにもなかった。事務所も・職員も・稽古場も。居たのは人形劇をしたいという４人
の仲間と、父母と、わずかな協力者だけ。稽古場を求めて、生涯センターを転々とし、人
形も道具もみんなで手分けして作り、初めての出づかいの人形劇に仲間は戸惑い悩み、そ
うして人形劇「ボーちゃん」は生まれた。
　道徳に事務所を構え、専任の職員もでき、去る人、来る人、いろいろあったが、仲間が
増え、音響設備も整い、照明機材まで手に入れた。もうー、形ではプロの人形劇団と何一
つ変わらないまで成長した。
　次の作品「モコちゃん」も誕生し、公演も順調にこなしたが、解決しなければならない
問題もあった。そのひとつに「ボーちゃん」のリニューアルもふくまれる。公演の度に、
多くの人間が動かなければならない。公演に出向く方も、迎える方もそれは大変な努力が
必要だった。そこで小人数での公演を目指しての試行錯誤が始まった。
　ＮＨＫ大阪への出演をきっかけに、少人数作品の試作製作が始まり、その経験を経て、
３班体制の作品が生まれ、そして３人のボーちゃんが誕生した。
　紙風船の仲間全員がいつの日か全員ボーちゃんになって、自分の夢に向かって「ぼちぼ
ち」歩んで行けたらいいね！・・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「ぼちぼちいこか」でもう１５歳　

「ぼくの好きなこと」
佐藤　太亮
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　１０月２９日　港区にある高木小学校へ車いすの福祉体験授業に講師として招かれて

行ってきました。テーマは｢車いすに乗っている人の気持ちを考えよう｣小学５年の７２
名の子どもを対象に福祉って何だろう？ そして乗っている人の気持ち？何をどう伝えた
らよいのか悩みました。毎日車いすを押してはいるけど、自分自身乗ったことがない。

自分は乗っている人の気持ちがわかっているのか、ここからのスタートとなりました。
そして思いついたのが、心のバリアフリーをイメージした｢天国と地獄のスプーン｣の話
しです。

　天国と地獄　どちらも全く同じシチュエーションです。食堂のテーブルには盛り沢山
の御馳走が並べられています。左手はイスに縛られ使う事が出来ません。右手には自分

の腕より長いスプーンがくくり付けられています。食事の時間が始まりました。地獄で
は食べ物をすくってもうまく口に運ぶことができず、互いにののしり合い誰一人食事を
することが出来ずに飢えていました。しかし天国では、長いスプーンを使って上手に食

事を取っていました。お互いに声を掛け合い、すくった食べ物を相手の口まで持ってい
き｢ハイ！どうぞ｣｢ありがとう｣相手の気持ちを考え声を掛け合い、互いに助け合いなが

ら豊かな食卓を囲んでいたのです。この話をリアルに面白おかしくした後、天国も地獄
も実はみんなの心の中にあることを伝えました。
　それから車いすの体験が始まりました。４人ひと組＝１８のグループに分かれて車い

すを押す人、乗る人、困った時に助ける人、それぞれ分担して体育館に設置された車い
す体験コースを回ります。チームワークの良いグループ、知らんふりして助けない人、

ふざけ合う人、いろいろな人間模様が見られて面白い光景でした。でも最後の難所では
みんなが互いに声を掛け合い、大きな段差を３人で持ち上げ｢いくよ～！せーの～｣
助けあってのゴール！みんなとても楽しそうでした。

　コースを４週、全員がそれぞれの立場を体験して２時間の授業が終了。
福祉には幸せを作りだすという意味があります。いろんな幸せの形があ
るけれど、今日は天国、そして一部地獄も体験できた想い出の１日とな

りました。

＜福祉体験授業を終えて＞
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　2013年5月19日（日）長久手のモリコロパークにて、在日米国商工会議所、

名古屋国際学園共催の『チャリティーウォーカーソン』が開催され、紙風船の

メンバーとアシスタントが楽しく参加させていただきました。

また愛実の会へ２００，０００円のご寄付をいただき、一同たいへん喜んでお

ります。寄付は今年度の新年会と成人祝いの費用として使わせていただきます。

本当にありがとうございます。

【チャリティーウォーカソン寄贈】




